
皆様 

 

先日は、気温の低下と強風にもめげず、はるばる Lyngbyまでお越しくださり、初夏の

散歩会にご参加くださりありがとうございました。 

 

寒い中、主宰者が、待ち合わせ時間ぎりぎりに伺ってしまったことや、待ち合わせ場

所の申し合わせミスなどで、しょっぱなご不便おかけし申し訳ありませんでした。 

でもそのあと、Lyngby図書館のあまり周囲に気兼ねしないコーナーで、お話ししなが

ら和気あいあいと食事し、トイレ休憩もできて、満腹で準備完了、強風もへっちゃらっ

て感じでしたね。 

コースは、Lyngby湖を半周する、約 4.7キロのコースで、コース入口から駅までは、

更に 1キロほどあり、合計すると結構な距離でした。 

当日は、曇天、強風という、あいにくの日和にかかわらず、参加メンバーの皆さんさす

がに長年デンマークに慣れ親しんだ先輩諸氏だけあって、「雨が降らないだけラッキ

ー！」というポジティブなお言葉が大変頼もしく、お天気もそんな立派な心がけに味方

してくれたと思います 

 

其の後のシーンの断片的イメージ。。。 

男性のブロンズ像の前をじろじろ通り過ぎるもの、後ろ側をじろじろ通り過ぎるもの。 

満開のシャクナゲが美しく、広くて気持ちよさそうな個人邸宅のお庭を見ながら、「こん

なに広いのに、なぜ野菜を作らないのかしら。。。」とメンバーのつぶやき。 

何やら歌をつぶやきながら調子を取って、道で拾った小枝を宙に振り回し、ちょっと危

なげな感じのメンバー一人。 

このコースは、お犬様の散歩も多く、犬好きメンバーの目線を感じてしっぽふりふり満

面の笑みで近寄るワンコが超かわいかった。 

少し歩調を緩めたあたりで、なぜか白鳥が待ち構えていて、通り過ぎる犬を威嚇。 

湖半周にきたところ、首相官邸がかすかに見えて、あれは Nybro側でなくて、湖の対

岸に回ったら、もっとよく見えたかもしれず失敗。 

半周したところで、橋を渡り、対岸を Lyngby側に戻る。 

このあとは、ひたすら緑の湖畔の道で、単調だけど「山色清浄心（身）」の言葉どおり。 

その心は「自然は雄大で、神仏に匹敵する力を持つ。心を浄化し癒してくれる」という

ような意味だそうだ。 

だから、四の五の言わず、そとに出てみよう。。。 

確かに、外に出たら、とにかく気持ちがよくなる。 

そうこうして今度は、カラスのいたずらか、ごみ箱のごみが散乱した現場に出くわし、

それを見かねた殊勝メンバーが一人、ごみを拾い始めた。 



仕方ないので、他も見習って「一日一善」の心がけ。 

いいことあるかなあ、そうそう、おてんとうさまは見ているのさ。 

違う、見返りを期待したら、いけないのではないか。 

其の後、しばらく、よい行いとは何か、の論議に花が咲いた。 

半周コース終わる寸前で、ストレッチと筋力体操公園（？）を通りかかり、腹筋 100

回？そんなのチョロイ（真っ赤な嘘！）、とポーズ。 

という訳で、思い起こせば、今回はたった 5キロ足らずのウォーキングコースで、こん

な楽しいハプニングに出会いました。 

そして、雨にも降られることなく、無事図書館までもどり、シャビーな感じながら心温ま

るカフェの丸テーブルで 6人肩を寄せ合い、しばしまた楽しいひと時をすごしてお別

れしました。 

風にもめげず、楽しいサンポ会に盛り上げてくださいました、皆様の勇気と明るい気

持ちに感謝です。 

お礼とともに、スナップショットをお送りいたします。 

本当にありがとうございました。 

 

サンポ会山里コース担当 野田皐月 

 


